














　そもそも牛乳の飲用自体としては、日本全体の平均は 1 人 1 日あたり 120ml 程度であり、








































京都・大阪・神戸の 6 大都市の小学生約 200 万人に対し、米・みそ等を特別配給して学校給
食が実施された。
2）学校給食の激動期（昭和 20 年～ 30 年代）








～ 3 回、脱脂粉乳 22 ｇをお湯 180 ｍｌに溶かしたミルクとおかずの給食が 21 年より東京
127
学校給食における子どもの食意識の現状と課題
周辺から始まった。その後、翌 22 年にはミルクとおかずの給食が全国的に実施され、24 年
にはユニセフからミルクの寄贈を受けユニセフ給食が始まった。
　25 年には中心都市の小学生に、アメリカ寄贈の小麦粉によって初めて完全給食（給食の

























ためである。しかし、51 年の導入当時、米飯給食の実施回数は週に約 1 回程度、実施校は
36％にとどまった。政府側は学校給食用の政府米を 60 ～ 70％値引きする等の対応をして、































































　神奈川県では、食育基本法及び食育推進基本計画に基づき、平成 20 年 3 月に「食みらい
　かながわプラン」を策定した。この神奈川県の食の現状と課題を示した食育推進計画は、

































　南国市の小学校 13 校では、週 5 日の完全米飯給食を実施し、更にそのご飯を各学校家庭
用電気釜で炊いて出している。平成 9 年度から、地元中山間地域のお米を学校給食に導入し






























































　実際の数値で見てみると、全国の小学校数 22515 校中、完全給食の実施校は 22014 校で
97.8％にあたる。また補食給食やミルク給食










も分かるように、週 3 回の学校が 60％を占め、





週 5 回 1,312 4.2%
週 4 回 3,267 10.4%
週 3.5 回 1,655 5.3%
週 3 回 18,931 60.3%
週 2.5 回 3,841 12.2%
週 2 回 2,322 7.4%
週 1 回 28 0.1%















































　調査対象は、教育実習校で、出身校でもあるＭ小学校の 3 年生 3 クラス（全 4 クラスのうち、
1 クラス分は回収できなかったため）と 6 年生全 4 クラスである。内訳と回収率は以下の通
りである。
学年 3 年生（8 才～ 9 才） 6 年生（11 才～ 12 才）
回答人数 95 人 121 人



























































































































































































































































































































3 年生では半々だったご飯とパンの好みであるが、6 年になるとご飯が 65.3％とパンを上回った。
更に学年・性別ごとのグラフを見ると分かるように、6 年生男子のご飯の好きな割合は 8 割に
近く、他と比べても大きく違う。
12．ご飯とパンは 1 週間にどれぐらいがちょうどいいと思いますか？
　3 年生では「毎日パンがいい」子も多いが、11 の結果と同じく、6 年生ではパンよりもご飯
を望んでいるという結果となった。全体としては、週 2 回のご飯と週 2 回のパン、週 1 のめん
類という、現状の回数で満足しているようである。
2）考察
　3 年生と 6 年生に自記式質問紙調査を実施した結果、学年が上がるにつれて、子どもたち
の意識に変化があるというとても興味深く、同時に、私自身が感じていたことの裏づけとな
る結果が得られた。








































































　市内 23 校の小学校のうち、自校調理場の小学校を除く 9 校に給食を提供している給食セ






































してあたため直すという方法しか取れない。また、センターの設備として 1 コースにつき 3
つの調理用の大きなカマがあるが、時間の関係上、カマで作れるのは 2 つまでであり、た
いていは炒め物系とスープ系の 2 品のおかずが作られている。まぜご飯などをカマで作る































だいたい 1 食 60 円前後のものを使っている。しかしパンは、通常のコッペパンは 40 円前後、
かたつむりパンやミルクパンなど少し特殊なパンでも 60 円は下回る程度で、現実はパンの
方が安上がりだという。自校炊飯の場合はご飯の方が安く、委託に比べ 1 食 20 ～ 40 円程
の差が出るのだという。

















　また、郷土料理の紹介のために、月に 1 回あるお楽しみ給食が利用されている。毎年 1






























































　週に 5 回の学校給食は少ないと言えるだろうか、多いだろうか。1 週間に 21 回食事を食






























































































（8） 「学校給食法」条文内第 2 条引用　http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S29/S29HO160.html








（11） 「給食ができるまでを知ろう」岩部真奈美、『学校給食』2007 年 9 月号（p30-34）
（12） 「食と農を結ぶ学校給食　すごいな　私たちの黒豆」柵木良子、『学校給食』2008 年 4 月号（p30-33）
（13） 「文部科学省　各種統計情報（学校給食実施状況等調査）学校給食実施状況調査（平成 18年 5月 1日
現在）」http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/001/index24a.htm
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